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審査要旨 (2000字以内)

化石燃料の枯渇，二酸化炭素排出量削減ならびに原子力発電の見直しの観点から再生可能エネルギー

の利用促進が望まれている。特に 3 風力発電は再生可能エネノレギー利用発電システムとして有望視され

ている。しかしながら 3 風力発電システムの欠点は発電/:I:j力が風速に応じて変動することであり ，電力

系統への風力発電システムの導入率が増加すると電力系統において周波数変動や電圧変動が生じ，電力

(次頁へ続く)
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品質の低下を招く。従ってs 風力発電システムの発電出力を制御することが重要な課題となっている。

本研究は，永久磁石間期発電機をAC-DC変換器ならびにDC-AC変換器を介して電力系統l士連系される可

変速風力発電システムを対象としており，とれらの変換器を用いた風力発電システムの出力制御につい

て論じている。具体的には，周波数変動を抑制するために風速変動に対して風力発電出力を平滑化する

l制御手法を提案している。さらに， 瞬間的な電圧低下に対して電力系統から風力発電システムを解列す

ることにより生じる電力系統の擾苦しを抑制するために，事故運転継続 (FaultRide Through: FRT)を実
...τユ'.

現τる手法を提案しているe 本論文の研究成果は以下のように要約できる。

1. 風力発電機は出力電力が最大となる最適動作点が存在するが，風速変動によりこの動作点が大幅に

変動した場合には出力変動を招く。本研究では，風力発電機の回転速度が設定した範囲内に収まる

ように，アアジー制御手法によりトノレク指令値を調整するととで、出力電力の平滑化を図っている。

すなわち，風速変動状況に応じた出力変動の抑制と最大出力制御の両方を達成している。数値シミ

ュレーションにおいてs 単純な最大電力点追従制調法と提案手法(出力平滑化を考慮した最大電力

点追従制御法)との比較を行い，風速変動が大きい条件において効果的な出力変動抑制ができてい

ることが確認できる。

2. 風力発電システムが連系された電力系統において地絹事故が発生した場合に，風力発電システムを

直ちに解列した場合には，電力系統の擾乱を拡大する恐れがあるa そのため，地絡事故に伴う電圧

低下に対して，ある一定時間，風力発電システムを解列せずに運転を継続オること求められている

(FRT要件)。本研究で，風力発電システムの構成要素であるAC-DC変換器とDC-AC変換器開の直流リ

ンク部に電力用半導体スイッチと抵抗器からなる宜流リンク制御システムを導入し，地絡事故によ

り生じる過剰なエネノレギーを抵抗器により適切に消費させている。これにより直流リンク電庄の変

動を抑制することができ，事故期間においてもFRT要件により定まるある一定期聞において，風力発

電システム運転を達成している。数値シミュレーションでは. 3つの手法;1)単純な最大能力点

追従制御法. 2)平滑化を考慮、した最大電力点追従制御法， 3)直流リンク制御システムを導入し

た出力制御法との比較を行っている。風力発電;システムにおける 3つの異なる事故地点でのシミュ

レ}ション解析により s 上記3) における提案手法を用いることによって，直流リンク電庄の変動

が抑制されており，電力系統の擾乱の拡大を回避できていることが確認できる。

以上のように，本研究は風力発電システムの出力制御の発展に大いに寄与し，工学的に価値のある新

しい成果を得ているため，提出された学位論文は博士の学位論文に値するものとして学位論文の審査を

合格とする。また，論文発表会における発表ならびに質疑応答の結果，申請者は専門分野および関連分

野の十分な知識と研究能力を有していることが確認できたので，最終試験を合格とする。


